
(57)【要約】
本発明は、装飾物質および保存物質で被覆した基材を含む食品、例えば、ソーセージ類の
調製法に関する。前記方法は、１未満かまたは１に等しい比（蛋白質／ハイドロコロイド
）を示す植物性蛋白質およびハイドロコロイドから製造された物質を調製すること、基材
中の酢酸ナトリウムを酢酸カルシウムに替えること、次にカルシウムゲル化溶液にアルコ
ールおよび酸性化試薬を加えることを含む。本発明はまた、上記の方法によって得られた
製品に関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
野 菜 お よ び ／ ま た は 果 物 と 混 合 さ れ る 可 能 性 が あ る 動 物 肉 製 品 お よ び ／ ま た は 乳 製 品 か ら
製 造 さ れ た 基 材 を 含 み 、 前 記 基 材 が 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と で 全 体 的 に ま た は 部 分 的 に 被 覆
さ れ 、 前 記 物 質 が 少 な く と も １ 種 の 植 物 性 蛋 白 質 お よ び 少 な く と も １ 種 の ハ イ ド ロ コ ロ イ
ド を 含 む 種 々 の 幾 何 学 的 形 状 で 提 供 で き る 食 品 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
押 出 し で き る 形 態 で 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と が 得 ら れ る よ う な 方 法 で 水 性 媒 体 中 で 、 前 記 蛋
白 質 と ハ イ ド ロ コ ロ イ ド と を 混 合 す る こ と 、
基 材 を 調 製 す る こ と 、
調 製 し た 基 材 を 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と で 被 覆 す る こ と 、
次 に 本 質 的 に 二 価 カ チ オ ン を 含 む 水 性 溶 液 中 で 、 被 覆 基 材 の カ ル シ ウ ム ゲ ル 化 に よ る 化 学
加 工 を 実 施 す る こ と か ら な り 、
植 物 性 蛋 白 質 と ハ イ ド ロ コ ロ イ ド を 一 緒 に 混 合 す る 前 に 、 先 ず 第 １ に 、 植 物 性 蛋 白 質 を 、
不 溶 化 浸 漬 相 を 回 収 す る よ う な 方 法 で 蒸 留 水 に 分 散 さ せ 、 次 に 前 記 不 溶 化 相 を 、 ハ イ ド ロ
コ ロ イ ド を 既 に 含 ん で い る 加 熱 水 中 に 分 散 さ せ て 水 和 さ せ 、 次 い で 蛋 白 質 ／ ハ イ ド ロ コ ロ
イ ド 比 が １ 未 満 か １ に 等 し い 最 終 混 合 物 （ 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ ド ） に 低 温 殺 菌 を 行 い
、
調 製 基 材 中 で 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム の 代 わ り に 酢 酸 カ ル シ ウ ム を 用 い 、
ゲ ル 化 溶 液 は メ タ ノ ー ル お よ び ／ ま た は エ タ ノ ー ル を 含 み 、 酸 性 ｐ Ｈ を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ゲ ル 化 溶 液 が 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム を 本 質 的 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 溶 液 の 酸 性 ｐ Ｈ が 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 酢 酸 ま た は こ れ ら の 混 合 物 の 中 か ら 選 択 さ れ る
少 な く と も １ 種 の 酸 性 成 分 の 存 在 に よ り 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 酸 性 化 合 物 が 、 前 記 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ３ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １
重 量 ％ か ら １ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 メ タ ノ ー ル お よ び ／ ま た は エ タ ノ ー ル が 、 前 記 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て ５ 重 量 ％ か ら ２
０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ０ 重 量 ％ か ら １ ５ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 酢 酸 カ ル シ ウ ム が 、 前 記 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て ０ ． １ 重 量 ％ か ら ０ ． ６ 重 量 ％ 、 好 ま
し く は ０ ． ２ ５ 重 量 ％ か ら ０ ． ４ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 酢 酸 カ ル シ ウ ム が 、 前 記 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て １ ０ 重 量 ％ か ら ３ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く
は ２ ０ 重 量 ％ か ら ２ ７ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
リ ン 酸 二 カ ル シ ウ ム を 前 記 混 合 物 （ 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ ド ） に 加 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 リ ン 酸 二 カ ル シ ウ ム が 、 前 記 装 飾 物 質 の 全 重 量 に 比 し て ０ ． １ 重 量 ％ か ら ０ ． ４ 重 量
％ の 範 囲 の 量 、 好 ま し く は ０ ． ２ 重 量 ％ の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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前 記 植 物 性 蛋 白 質 が 、 グ ル テ ン 蛋 白 質 、 エ ン ド ウ 豆 蛋 白 質 、 ハ ウ チ ワ マ メ 蛋 白 質 、 大 豆 蛋
白 質 お よ び そ れ ら の 混 合 物 の 中 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ハ イ ド ロ コ ロ イ ド が 、 ア ル ギ ン 酸 塩 、 ペ ク チ ン 酸 塩 お よ び そ れ ら の 混 合 物 の 中 か ら 選
択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 回 収 不 溶 化 蛋 白 質 相 が 、 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と の 全 重 量 に 比 し て ２ ０ 重 量 ％ か ら ４ ５
重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ０ 重 量 ％ か ら ３ ５ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
種 々 の 幾 何 学 的 形 状 で 形 成 で き 、 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に 従 っ て
得 る こ と が で き 、 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 、 な ら び に 野 菜 お よ び ／ ま た は 果 物 と 混 合 さ れ る 可
能 性 が あ る 動 物 肉 製 品 お よ び ／ ま た は 乳 製 品 か ら な る 基 材 を 含 み 、 前 記 物 質 が 、 １ 未 満 か
１ に 等 し い 蛋 白 質 ／ ハ イ ド ロ コ ロ イ ド 比 で 存 在 す る 植 物 性 蛋 白 質 と ハ イ ド ロ コ ロ イ ド と を
含 み 、
基 材 中 で 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム を 酢 酸 カ ル シ ウ ム に 替 え る こ と を 特 徴 と す る 食 品 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 基 材 が 酢 酸 カ ル シ ウ ム を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 食 品 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 酢 酸 カ ル シ ウ ム が 、 前 記 基 材 の 全 重 量 に 比 し て ０ ． １ 重 量 ％ か ら ０ ． ６ 重 量 ％ 、 好 ま
し く は ０ ． ２ ５ 重 量 ％ か ら ０ ． ４ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
４ に 記 載 の 食 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 植 物 性 蛋 白 質 お よ び ハ イ ド ロ コ ロ イ ド か ら な る 物 質 で 被 覆 さ れ た 食 品 の 調 製 法
、 な ら び に 本 方 法 に 従 っ て 得 る こ と が で き る 食 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
食 品 、 例 え ば 、 本 質 的 に 蛋 白 質 お よ び ハ イ ド ロ コ ロ イ ド か ら な る 、 皮 を 形 成 す る 物 質 で 被
覆 さ れ た 、 通 常 は 肉 を 内 容 物 と す る ソ ー セ ー ジ ・ タ イ プ の 食 品 に 関 す る 文 献 Ｗ Ｏ ９ ９ ／ ５
５ １ ６ ５ が 既 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 被 覆 物 質 中 の 蛋 白 質 の 割 合 が 、 ハ イ ド ロ コ ロ イ ド の 割 合 よ り も は る か に 大 き い に
も か か わ ら ず 、 こ の 文 献 に 記 載 さ れ た 方 法 か ら 得 ら れ る 食 品 は 、 時 間 が た つ と 十 分 な 安 定
性 を 有 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 非 常 に 低 濃 度 の ハ イ ド ロ コ ロ イ ド で も 、 こ の 方 法 か ら 得 ら れ る 食 品 の 調 理 時 、 例
え ば 、 フ ラ イ パ ン に お い て 、 ま た は バ ー ベ キ ュ ー の 火 の 上 で 十 分 な 安 定 性 を 保 持 さ せ る こ
と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
実 際 、 前 記 食 品 は 、 製 造 後 約 ２ 時 間 か ら １ ２ 時 間 以 内 で 素 早 く 調 理 し な い と 、 製 品 被 覆 物
質 は 急 速 に 分 解 す る 。 そ し て 、 肉 中 の ソ ー ダ 融 剤 量 が 高 す ぎ て 緩 衝 さ れ な い こ と か ら 、 肉
の 周 囲 が 柔 弱 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
被 覆 物 質 中 の 水 分 が 高 す ぎ る こ と か ら 、 製 造 後 数 日 で そ の 抵 抗 力 が 弱 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 総 蛋 白 質 の 割 合 が 高 い に も か か わ ら ず 、 被 覆 物 質 に 含 ま れ る 水 不 溶 性 の 蛋 白 質 量
が 低 す ぎ る 。
【 特 許 文 献 １ 】
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Ｗ Ｏ ９ ９ ／ ５ ５ １ ６ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 上 記 の 不 利 益 を 避 け る た め に 、 植 物 性 蛋 白 質 お よ び ハ イ ド ロ コ ロ イ ド か ら な
る 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 で 被 覆 さ れ た 食 品 の 製 造 法 が 必 要 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 本 発 明 の 目 的 は 、 野 菜 お よ び ／ ま た は 果 物 と 混 合 さ れ る 可 能 性 が あ る 動 物 肉 製
品 お よ び ／ ま た は 乳 製 品 か ら 製 造 さ れ た 基 材 を 含 み 、 前 記 基 材 が 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と で
全 体 的 に ま た は 部 分 的 に 被 覆 さ れ 、 前 記 物 質 が 少 な く と も １ 種 の 植 物 性 蛋 白 質 お よ び 少 な
く と も １ 種 の ハ イ ド ロ コ ロ イ ド を 含 む 種 々 の 幾 何 学 的 形 状 で 提 供 で き る 食 品 を 製 造 す る 方
法 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、
押 出 し で き る 形 態 で 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と が 得 ら れ る 方 法 で 水 性 媒 体 中 で 、 前 記 蛋 白 質 と
ハ イ ド ロ コ ロ イ ド と を 混 合 す る こ と 、
基 材 を 調 製 す る こ と 、
調 製 し た 基 材 を 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と で 被 覆 す る こ と 、
次 に 本 質 的 に 二 価 の カ チ オ ン を 含 む 水 性 溶 液 中 で 、 被 覆 基 材 の カ ル シ ウ ム ゲ ル 化 に よ る 化
学 加 工 を 実 施 す る こ と か ら な り 、
植 物 性 蛋 白 質 と ハ イ ド ロ コ ロ イ ド を 一 緒 に 混 合 す る 前 に 、 先 ず 第 １ に 、 植 物 性 蛋 白 質 を 、
不 溶 化 浸 漬 相 を 回 収 す る よ う な 方 法 で 蒸 留 水 に 分 散 さ せ 、 次 に 前 記 不 溶 化 相 を 、 ハ イ ド ロ
コ ロ イ ド を 既 に 含 ん で い る 加 熱 水 中 に 分 散 さ せ て 水 和 さ せ 、 次 い で 蛋 白 質 ／ ハ イ ド ロ コ ロ
イ ド 比 が １ 未 満 か １ に 等 し い 最 終 混 合 物 （ 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ ド ） に 低 温 殺 菌 を 行 う
こ と 、
調 製 基 材 中 で 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム の 代 わ り に 酢 酸 カ ル シ ウ ム を 用 い る こ と 、
ゲ ル 化 溶 液 は メ タ ノ ー ル お よ び ／ ま た は エ タ ノ ー ル を 含 み 、 酸 性 ｐ Ｈ を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 方 、 本 発 明 は 、 ハ イ ド ロ コ ロ イ ド が 存 在 し て い る た め 、 被 覆 物 質 を ゲ ル 化 溶 液 と 接 触 さ
せ る 際 に 被 覆 物 質 の 即 時 ゲ ル 化 を 提 供 す る 利 点 、 ま た 一 方 、 植 物 性 蛋 白 質 が 存 在 し て い る
た め 、 こ の 被 覆 物 質 の 凝 固 を 可 能 に し て 、 調 理 時 に 肉 と 同 時 に 縮 む と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 被 覆 物 質 お よ び 保 存 物 質 中 に 、 水 不 溶 性 の 蛋 白 ネ ッ ト ワ ー ク が 十 分 な 量 で 存 在 す
る こ と に よ り 、 よ り 少 な い 量 の 蛋 白 質 を 消 費 す る こ と に よ っ て 、 存 在 す る 全 蛋 白 質 の 機 能
性 に 関 し て 最 大 の 経 済 性 を 提 供 す る 一 方 、 羊 皮 な ど 、 動 物 起 源 の 天 然 皮 で 得 ら れ た も の と
同 様 の な め ら か な 外 観 を 有 す る 食 品 を 得 る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
最 後 に 、 基 材 に お い て 酢 酸 ナ ト リ ウ ム を 酢 酸 カ ル シ ウ ム に 替 え る こ と に よ り 、 基 材 の 化 学
媒 体 を さ ら に 緩 衝 化 す る こ と が で き る 。 通 常 は 、 抗 酸 化 作 用 、 保 存 作 用 ま た は 静 菌 作 用 と
し て 知 ら れ て い る 種 々 の ソ ー ダ 塩 の 添 加 に よ り 基 材 の ソ ー ダ 濃 度 は 非 常 に 高 く な り 、 し た
が っ て 、 こ の 置 換 は 長 期 間 に わ た る 被 覆 物 質 の 良 好 な 安 定 性 を も た ら し 、 調 理 時 に 基 材 か
ら の 分 離 を 発 生 し な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 種 々 の 幾 何 学 的 形 状 で 存 在 で き 、 上 記 の 方 法 に 従 っ て 得 る こ と
が で き る 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 製 品 は 、 装 飾 物 質 お よ び 保 存 物 質 、 な ら び に 野 菜 お よ び ／ ま た は 果 物 と 混 合 さ れ る 可 能
性 が あ る 動 物 肉 製 品 お よ び ／ ま た は 乳 製 品 か ら な る 基 材 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 製 品 は 、 前 記 物 質 の 蛋 白 質 ／ ハ イ ド ロ コ ロ イ ド 比 が １ 未 満 か １ に 等 し い 植 物 性 蛋 白 質 と

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-530441 A 2004.10.7



ハ イ ド ロ コ ロ イ ド を 含 む こ と 、 お よ び 基 材 中 で 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム を 酢 酸 カ ル シ ウ ム に 替 え
る こ と に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ゲ ル 化 溶 液 は 、 本 質 的 に 酢 酸 カ ル シ ウ ム を 含 み 、 こ
の 溶 液 の 酸 性 ｐ Ｈ は 、 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 酢 酸 ま た は こ れ ら の 混 合 物 の 中 か ら 選 択 さ れ る 少
な く と も １ 種 の 化 合 物 の 存 在 に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ゲ ル 化 溶 液 は 、 抗 酸 化 剤 、 保 存 剤 、 着 色 剤 お よ び 香 料 か ら 選 択 さ れ た 種 々 の 添 加 物 を 含 む
こ と が で き る 。 同 様 に 、 基 材 は 、 保 存 剤 、 着 色 剤 や 抗 酸 化 剤 、 発 酵 体 お よ び そ れ ら の 混 合
物 か ら 選 択 さ れ た 種 々 の 添 加 物 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
酸 性 化 成 分 は 、 ゲ ル 化 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て 、 好 ま し く は ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ３ 重 量 ％ 、 よ
り 好 ま し く は １ 重 量 ％ か ら １ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る 。 メ タ ノ ー ル お よ び ／ ま た
は エ タ ノ ー ル は 、 ゲ ル 化 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て ５ 重 量 ％ か ら ２ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ０
重 量 ％ か ら １ ５ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
酢 酸 カ ル シ ウ ム は 、 基 材 の 全 重 量 に 比 し て 、 ０ ． １ ０ 重 量 ％ か ら ０ ． ６ 重 量 ％ 、 好 ま し く
は ０ ． ２ ５ 重 量 ％ か ら ０ ． ４ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 で き る 。 さ ら に 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム は
、 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て １ ０ 重 量 ％ か ら ３ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ０ 重 量 ％ か ら ２ ７ 重 量
％ の 範 囲 の 量 で 存 在 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 混 合 物 （ 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ ド ） は 、 最 終 混 合 物 （ 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ
ド ） の 全 重 量 に 比 し て ０ ． １ 重 量 ％ か ら ０ ． ４ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 、 好 ま し く は ０ ． ２ 重 量
％ の 量 の リ ン 酸 二 カ ル シ ウ ム を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
リ ン 酸 二 カ ル シ ウ ム の 存 在 は 、 被 覆 食 品 の 結 果 を 改 善 す る 。 実 際 、 低 温 殺 菌 前 に リ ン 酸 二
カ ル シ ウ ム を 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ ド 混 合 物 に 組 み 込 む こ と に よ り 、 酸 性 溶 液 と 接 触 さ
せ た 際 に 、 食 品 内 の カ ル シ ウ ム の 形 体 で ハ イ ド ロ コ ロ イ ド を 沈 殿 さ せ る こ と が 可 能 に な る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 リ ン 酸 二 カ ル シ ウ ム が 存 在 す る こ と に よ り 、 特 に 長 期 間 に わ た っ て 、 本 発 明 に 従
っ た 方 法 か ら 得 ら れ る 食 品 の 視 覚 的 外 観 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
植 物 性 蛋 白 質 は 、 グ ル テ ン 蛋 白 質 、 エ ン ド ウ 豆 蛋 白 質 、 ハ ウ チ ワ マ メ 蛋 白 質 、 大 豆 蛋 白 質
お よ び そ れ ら の 混 合 物 の 中 か ら 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ハ イ ド ロ コ ロ イ ド は 、 ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ま た は ペ ク チ ン 酸 ナ ト リ ウ ム な ど の ア ル ギ ン
酸 塩 、 ペ ク チ ン 酸 塩 お よ び そ れ ら の 混 合 物 の 中 か ら 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
好 ま し く は 、 回 収 さ れ た 不 溶 化 蛋 白 質 相 は 、 装 飾 物 質 と 保 存 物 質 と の 全 重 量 に 比 し て ２ ０
重 量 ％ か ら ４ ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ０ 重 量 ％ か ら ３ ５ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 本 発 明 を 以 下 の 実 施 例 を 用 い て こ こ に 記 載 す る が 、 そ れ は 明 ら か に 例 と し て の み 提 供
す る も の で あ っ て 、 限 定 す る 趣 旨 の も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
混 合 物 （ 蛋 白 質 ／ ハ イ ド ロ コ ロ イ ド ） の 調 製 は 、 以 下 の 方 法 に 従 っ て 実 施 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
植 物 性 蛋 白 質 の 調 製
周 囲 温 度 （ 約 ２ ０ ～ ５ ０ ℃ ） で ２ 、 ３ 分 （ 約 ２ 分 か ら ３ 分 ） 間 、 粉 体 形 態 の 植 物 性 蛋 白 質
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を 蒸 留 水 と 混 合 し て 、 蛋 白 質 を 、 例 え ば 、 以 下 の 比 率 で 完 全 に 溶 解 す る 。
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に こ の 混 合 液 を 、 多 相 の 媒 体 が 得 ら れ る ま で 約 ３ ０ 分 間 静 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
デ カ ン ト し た 混 合 液 の 表 面 の ペ ー ス ト 状 植 物 性 蛋 白 質 を 回 収 す る 。 こ の ペ ー ス ト は 溶 解 し
た 蛋 白 質 様 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 本 質 的 に 構 成 さ れ て い る 。 次 に こ の 回 収 ペ ー ス ト を 、 当 業 者
に 知 ら れ た 方 法 に 従 っ て 濃 縮 し て 約 ３ ３ ％ に 濃 縮 さ れ た 不 溶 性 蛋 白 質 を 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ハ イ ド ロ コ ロ イ ド の 調 製
例 え ば 、 以 下 の 比 率 ：
ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 　 　 　 　 ５ ０ ｇ ／ 水 ８ ３ ０ ｇ 、
ま た は ペ ク チ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 　 ３ ０ ｇ ／ 水 ８ ５ ０ ｇ
に よ る ハ イ ド ロ コ ロ イ ド を 、 約 ７ ５ ℃ に 加 熱 し た 水 と 約 １ 分 間 素 早 く 混 合 し 、 濃 縮 植 物 性
蛋 白 質 ペ ー ス ト を 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 混 合 物 全 体 を 、 約 ７ ５ ℃ で 約 １ ５ 分 間 加 熱 し て 殺 菌 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
冷 却 し て 得 ら れ た 、 ペ ー ス ト 状 で 利 用 で き る 混 合 物 （ 植 物 性 蛋 白 質 － ハ イ ド ロ コ ロ イ ド ）
を 、 次 に 利 用 前 に 保 存 す る た め に 滅 菌 袋 に 詰 め る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
得 ら れ た 混 合 物 は 、 以 下 の 実 施 例 の 中 か ら 選 択 で き る 。
ａ ） 実 施 例 １
　
　
　
　
　
ｂ ） 実 施 例 ２
　
　
　
　
　
ｃ ） 実 施 例 ３
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
基 材 の 調 製
野 菜 お よ び ／ ま た は 果 物 が 添 加 さ れ る 可 能 性 が あ る 肉 製 品 ま た は 魚 肉 製 品 ま た は 乳 製 品 か
ら な る 基 材 は 、 そ の 中 に 脂 質 製 品 が 存 在 す る こ と も あ り 、 特 に 基 材 の 保 存 の た め に 意 図 さ
れ た 、 通 常 ナ ト リ ウ ム イ オ ン と 複 合 化 さ れ た 多 く の 塩 類 ま た は 酸 性 塩 類 を さ ら に 含 む 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
こ れ ら の 塩 類 の 中 に は 、 被 覆 基 材 の 全 重 量 の 約 １ ． ７ 重 量 ％ か ら ２ 重 量 ％ で 既 に そ れ 自 体
単 独 で 存 在 す る 塩 化 ナ ト リ ウ ム と 共 に 、 例 え ば 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 亜 硝 酸 ナ ト
リ ウ ム 、 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム 、 乳 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム エ リ ト ル ベ ー ト
、 ナ ト リ ウ ム 水 和 基 材 支 持 体 上 の カ ル ミ ン 着 色 剤 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ の 結 果 、 基 材 の 「 ソ ー ダ 圧 」 は 著 し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 、 基 材 中 で 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム を 酢 酸 カ ル シ ウ ム に 替 え る こ と に よ り 、 既 に ナ ト リ ウ
ム イ オ ン が 豊 富 な 基 材 を 緩 衝 化 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 こ の 「 ソ ー ダ 圧 」 を 解 消 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
酢 酸 カ ル シ ウ ム は 、 基 材 の 全 重 量 に 比 し て 、 ま た 基 材 の 塩 濃 度 に 比 し て ０ ． ２ ５ 重 量 ％ か
ら ０ ． ４ 重 量 ％ の 範 囲 の 比 率 で 基 材 中 に 存 在 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ゲ ル 化 溶 液 の 調 製
周 囲 温 度 （ ２ ０ ～ ２ ５ ℃ ） で 、 以 下 の 化 合 物 を 溶 解 す る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
酢 酸 カ ル シ ウ ム は 飽 和 に 達 す る ま で 可 溶 化 す る 。
ゲ ル 化 溶 液 に お い て 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム が 用 い ら れ る の は 、 先 行 技 術 に お い て 通 常 用 い ら れ
る 乳 酸 ナ ト リ ウ ム よ り も は る か に 溶 解 性 が 高 い た め で あ る 。
実 際 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム は 、 溶 液 の 全 重 量 に 比 し て ２ ７ 重 量 ％ 可 溶 化 で き る が 、 乳 酸 カ ル シ
ウ ム は 、 ５ ． ５ 重 量 ％ 可 溶 化 で き る の み で あ る 。
そ の 結 果 、 溶 液 中 の カ ル シ ウ ム 濃 度 は 確 実 に 高 く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
さ ら に 、 酢 酸 カ ル シ ウ ム の 可 溶 性 を 上 げ る た め に 、 酸 性 化 剤 を 溶 液 中 に 加 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
溶 液 中 に エ タ ノ ー ル お よ び ／ ま た は メ タ ノ ー ル が 存 在 す る こ と に よ り 、 基 材 上 の 被 覆 物 質
と 保 存 物 質 の 膜 を 伸 張 さ せ る こ と 、 お よ び 長 期 有 効 期 間 に わ た っ て 溶 液 を 微 生 物 学 的 に 安
定 化 さ せ る こ と の 双 方 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
種 々 の 幾 何 学 形 状 、 例 え ば ソ ー セ ー ジ ・ タ イ プ の 食 品 調 製 法 の 作 業 は 、 知 ら れ た 共 押 出 法
を 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
装 飾 物 質 お よ び 保 存 物 質 で 被 覆 さ れ た 基 材 を ゲ ル 化 溶 液 中 に 浸 漬 す る が 、 そ こ で は 、
第 １ に 、 溶 液 中 に 豊 富 に 存 在 す る 遊 離 カ ル シ ウ ム イ オ ン と 共 に 浸 漬 す る こ と に よ り 、 液 浸
時 か ら 複 合 体 の 外 膜 （ ハ イ ド ロ コ ロ イ ド － Ｃ ａ ＋ ＋ ） が 、 基 材 を 被 覆 す る 混 合 物 の 外 表 面
に 形 成 さ れ る た め 、 ま た
第 ２ に 、 僅 か に 遅 れ て 溶 液 が 酸 性 ｐ Ｈ で あ る た め 、 基 材 に 存 在 す る カ ル シ ウ ム イ オ ン が 遊
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離 す る た め に 、 ２ 種 の 補 足 的 ゲ ル 化 が 同 時 に 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
被 覆 基 材 の ゲ ル 化 は 、 カ ル シ ウ ム 溶 液 に 接 触 す る と 直 ち に 硬 化 す る ハ イ ド ロ コ ロ イ ド の 存
在 の た め に 得 ら れ る 。 さ ら に 、 こ の ゲ ル 化 は 熱 的 に 安 定 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
装 飾 お よ び 保 存 被 覆 さ れ た 基 材 を 溶 液 か ら 取 り 出 し た 後 、 そ れ を 平 ら に す る よ う な 方 法 で
、 そ の 全 て を 漸 次 締 め 付 け る よ う に 意 図 さ れ た 装 置 の 中 を 通 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の 段 階 で 、 依 然 と し て 活 性 な 酸 性 ゲ ル 化 は 、 被 覆 物 質 の ２ 層 間 に 結 合 を 生 じ さ せ る こ と
か ら 、 末 端 が 完 全 に 閉 じ ら れ た 部 分 を 得 る こ と を 可 能 に す る と い う 重 要 な 利 点 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 に よ る 方 法 で 最 終 的 に 得 ら れ た 製 品 は 、 天 然 皮 、 例 え ば 、 羊 皮 中 に 押 出 さ れ た 同 等
製 品 の 外 観 と 一 致 す る な め ら か な 外 観 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の よ う な 外 観 は 、 植 物 性 蛋 白 質 の 不 溶 性 蛋 白 質 ネ ッ ト ワ ー ク が 存 在 す る た め に 得 ら れ る
。 さ ら に 、 植 物 性 蛋 白 質 は 、 カ ル シ ウ ム 溶 液 と 接 触 し て 凝 集 し 、 そ の 結 果 、 調 理 時 に 被 覆
基 材 上 で 縮 み 、 し た が っ て 、 被 覆 物 質 と 基 材 間 の 分 離 が 避 け ら れ る こ と か ら 関 心 が 持 た れ
る 。
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